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(54)【発明の名称】 内視鏡の穿刺針挿通管

(57)【要約】
【課題】穿刺針が差し込まれる際に針先が突き刺さる恐
れがなく、しかも湾曲動作によって曲がり癖が付かな
い、耐久性の優れた内視鏡の穿刺針挿通管を提供するこ
と。
【解決手段】内視鏡の湾曲部１２が最大角度まで屈曲さ
れたときに塑性変形しない金属パイプによって穿刺針挿
通管２０が形成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部の基端側からの遠隔操作によって屈
曲自在な湾曲部が上記挿入部の先端部分に設けられた内
視鏡の、上記湾曲部内を含めて上記挿入部内の全長にわ
たって挿通配置された穿刺針挿通管であって、
上記内視鏡の湾曲部が最大角度まで屈曲された状態のと
きに塑性変形しない金属パイプによって形成されている
ことを特徴とする内視鏡の穿刺針挿通管。
【請求項２】少なくとも上記湾曲部内に位置する部分が
超弾性合金製である請求項１記載の内視鏡の穿刺針挿通
管。
【請求項３】ほぼ全長にわたって超弾性金属によって形
成されている請求項１記載の内視鏡の穿刺針挿通管。
【請求項４】ほぼ全長にわたってステンレス鋼によって
形成されている請求項１記載の内視鏡の穿刺針挿通管。
【請求項５】途中で分割、接続して設けられ、その接続
部において軸線方向に伸縮自在である請求項１、２、３
又は４記載の内視鏡の穿刺針挿通管。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、先端に針が突設
された注射具等のような穿刺針を挿脱するために内視鏡
に挿通配置された内視鏡の穿刺針挿通管に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡においては一般に、挿入部の基端
側からの遠隔操作によって屈曲自在な湾曲部が挿入部の
先端部分に設けられ、その湾曲部内を含めて挿入部内の
全長にわたって処置具挿通管が挿通配置されており、そ
のような処置具挿通管は四フッ化エチレン樹脂チューブ
等のような滑りのよい可撓性チューブによって形成され
ている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】近年、内視鏡を用いた
処置において、特に超音波内視鏡を用いた処置の場合等
は、先端に針が突設された注射具等のような穿刺針が用
いられるケースが増大している。
【０００４】そのような穿刺針は、内視鏡の穿刺針挿通
管内に差し込んでいく際に穿刺針挿通管に突き刺さらな
いように、針先をシースの先端内に収納しておくように
構成されている場合が多い。
【０００５】しかし、内視鏡を操作する術者と穿刺針を
操作するアシスタントとの連携が乱れた場合等には、穿
刺針挿通管への挿入動作中に針先が剥き出しになって穿
刺針挿通管に突き刺さり、水漏れ故障というオーバーホ
ールなしでは済まされない重故障になっていた。
【０００６】そこで本発明は、穿刺針が差し込まれる際
に針先が突き刺さる恐れがなく、しかも湾曲動作によっ
て曲がり癖が付かない、耐久性の優れた内視鏡の穿刺針
挿通管を提供することを目的とする。
【０００７】
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【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の穿刺針挿通管は、挿入部の基端側
からの遠隔操作によって屈曲自在な湾曲部が挿入部の先
端部分に設けられた内視鏡の、湾曲部内を含めて挿入部
内の全長にわたって挿通配置された穿刺針挿通管であっ
て、内視鏡の湾曲部が最大角度まで屈曲された状態のと
きに塑性変形しない金属パイプによって形成されている
ものである。
【０００８】なお、少なくとも湾曲部内に位置する部分
が超弾性合金製であるとよい。そして、ほぼ全長にわた
って超弾性金属又はステンレス鋼によって形成されてい
てもよく、途中で分割、接続して設けられ、その接続部
において軸線方向に伸縮自在であってもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は超音波内視鏡を示しており、体腔内に
挿入される挿入部１０は、可撓管により外装された部分
（可撓管部１１）の先端部分に遠隔操作によって屈曲す
る湾曲部１２が連結され、その湾曲部１２の先端部分に
先端部本体１３が連結されて構成されている。
【００１０】先端部本体１３には、超音波断層像を得る
ための超音波走査部ブロック１３ｂと、光学観察像を得
るための光学観察対物部ブロック１３ａとが、超音波走
査部ブロック１３ｂを先側にして軸線方向に直列に連結
されて配置されている。
【００１１】可撓管部１１の基端は操作部１４に連結さ
れていて、光学観察を行うための接眼部１６が操作部１
４の上端に突設されている。そして、操作部１４に配置
された湾曲操作ノブ１５を回転操作することにより、湾
曲部１２が二点鎖線で示されるように屈曲する。
【００１２】挿入部１０内には、処置具類を通すための
穿刺針挿通管２０が全長にわたって挿通配置されてお
り、穿刺針挿通管２０へ処置具挿入を行うための処置具
挿入口２１が操作部１４の下端部分から斜め上方に向け
て突出して配置されている。処置具挿入口２１には、鉗
子栓２２が着脱自在に取り付けられている。
【００１３】また、先端部本体１３の光学観察対物部ブ
ロック１３ａには、穿刺針挿通管２０を通った処置具の
先端が突出する処置具突出口２３が斜め前方に向けて開
口形成されている。
【００１４】このように構成された内視鏡の穿刺針挿通
管２０は、ほぼ全長にわたって金属パイプによって形成
されている。その材料としては、例えばチタン－ニッケ
ル（Ｔｉ－Ｎｉ）系の超弾性合金製パイプが用いられ
る。
【００１５】超弾性合金は弾性限界が非常に大きく、ス
テンレス鋼と比較すると歪み率が５～８倍程度あること
から、小さな曲率半径で曲げられても潰れず、外力が取
り除かれれば元の真っ直ぐな状態に戻る。
【００１６】したがって、穿刺針挿通管２０の少なくと
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も湾曲部１２内に位置する部分を超弾性合金製パイプで
形成し、湾曲部１２が最大角度まで屈曲された場合でも
穿刺針挿通管２０が塑性変形しないように、穿刺針挿通
管２０の径等の寸法設定をすることができる。
【００１７】例えば、湾曲部１２の動作によって穿刺針
挿通管２０が屈曲される最小半径（内径）が２０ｍｍ程
度の場合、穿刺針挿通管２０の直径を２ｍｍ程度以下に
設定すれば、穿刺針挿通管２０は弾性限界の範囲内で変
形する。
【００１８】したがって、穿刺針挿通管２０を全長にわ
たって超弾性合金製パイプで形成してもよいが、湾曲部
１２内以外に位置する部分はステンレス鋼製パイプ等で
形成することもできる。
【００１９】また、湾曲部１２の最大屈曲角度が小さく
て、ステンレス鋼製パイプ等を用いても湾曲動作では塑
性変形しない場合には、穿刺針挿通管２０を全長にわた
ってステンレス鋼製パイプ等で形成しても差し支えな
い。
【００２０】このように構成することにより、穿刺針が
穿刺針挿通管２０内に差し込まれる際に針先が穿刺針挿
通管２０の内面に当接することがあっても穿刺針挿通管
２０に孔があく恐れがなく、しかも穿刺針挿通管２０に
曲がり癖等が付くことなく、当初の品質を維持すること
ができる。
【００２１】図２ないし図６は、図１に示されるＡ部と
Ｂ部に位置する穿刺針挿通管２０の先端部分と基端部分
の取り付け構造を例示しており、半田付け等が困難な超
弾性合金製パイプが穿刺針挿通管２０として用いられる
場合等に特に有効である。
【００２２】図２は穿刺針挿通管２０の先端部分（Ａ
部）の取り付け構造の第１の実施例を示しており、穿刺
針挿通管２０の先端口元をテーパ状に広げて先端部本体
１３に係合させ、接着剤等により固定シールしたもので
ある。
【００２３】図３は穿刺針挿通管２０の先端部分の取り
付け構造の第２の実施例を示しており、穿刺針挿通管２
０の先端近傍の外周面に雄ネジを形成して先端部本体１
３に螺合させ、螺合部を接着剤等により固定シールした
ものである。
【００２４】図４は穿刺針挿通管２０の先端部分の取り
付け構造の第３の実施例を示しており、先端部本体１３
に固着されたステンレス鋼製の短いパイプ２５の端部に
穿刺針挿通管２０の先端を圧入させ、さらにカシメ、ロ
ー付け又は溶着等によって圧入部を固定シールしたもの
である。
【００２５】図５は穿刺針挿通管２０の基端部分（Ｂ
部）の取り付け構造の第１の実施例を示しており、処置
具挿入口２１に連なるステンレス鋼製の短いパイプ２６
の端部に穿刺針挿通管２０の基端部分が被嵌され、その*
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*部分の外面に熱収縮チューブ２７が外側から圧着されて
いる。２８はシール用のＯリング。２９は、熱収縮チュ
ーブ２７の移動を規制するためにパイプ２６の外面に突
設された突起である。
【００２６】図６は穿刺針挿通管２０の基端部分の取り
付け構造の第２の実施例を示しており、処置具挿入口２
１に連なるステンレス鋼製の短いパイプ２６の端部に、
穿刺針挿通管２０の基端部分を軸線方向に進退自在に被
嵌したものである。
【００２７】このように構成することにより、穿刺針挿
通管２０が途中で分割、接続して設けられて、その接続
部において軸線方向に伸縮自在な構造になっているの
で、湾曲部１２が屈曲動作したときそれに追従して穿刺
針挿通管２０が軸線方向に移動し、各部に無理な力がか
からない。
【００２８】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、本発明を例えば超音波内視鏡以外の各種内
視鏡の穿刺針挿通管に適用することができる。
【００２９】
【発明の効果】本発明によれば、穿刺針挿通管が、内視
鏡の湾曲部が最大角度まで屈曲されたときに塑性変形し
ない金属パイプによって形成されているので、穿刺針が
差し込まれる際に針先が突き刺さる恐れがなく、しかも
湾曲動作によって曲がり癖が付かず、優れた耐久性を得
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明が適用された超音波内視鏡の側面図であ
る。
【図２】本発明の穿刺針挿通管の先端部分の取り付け構
造の第１の実施例を示す側面部分断面図である。
【図３】本発明の穿刺針挿通管の先端部分の取り付け構
造の第２の実施例を示す側面部分断面図である。
【図４】本発明の穿刺針挿通管の先端部分の取り付け構
造の第３の実施例を示す側面部分断面図である。
【図５】本発明の穿刺針挿通管の基端部分の取り付け構
造の第１の実施例を示す側面断面図である。
【図６】本発明の穿刺針挿通管の基端部分の取り付け構
造の第２の実施例を示す側面断面図である。
【符号の説明】
１０  挿入部
１１  可撓管部
１２  湾曲部
１３  先端部本体
１４  操作部
２０  穿刺針挿通管（金属パイプ）
２１  処置具挿入口
２３  処置具突出口
２５，２６  パイプ
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